
令和元（平成 31）年度 長崎県大学図書館協議会総会 議事要旨 

 

日時：令和元年 7 月 19 日（金）14：30～16：30 

会場：長崎ウエスレヤン大学 本部棟二階会議室 

出席館：11 館 22 名（欠席館なし） 

長崎県立大学シーボルト校（下村孝文・森美彦・有安里佳）、長崎県立大学佐世保校（石田和彦・

豊村正博）、長崎総合科学大学（山川邦子）、活水女子大学（奥村治輝）、長崎純心大学（浜口美

由紀・岩崎由希子）、長崎国際大学（岸原健二・久保隆司）、長崎外国語大学（別所佐和子）、長

崎ウエスレヤン大学（菅原良子・植松久子）、長崎女子短期大学（伊藤理恵子）、長崎短期大学（中

尾健一郎・岩﨑節子）、佐世保工業高等専門学校（田﨑弘章・水溜結衣）、長崎大学（増﨑英明・

上野宏・西村理絵） 

オブザーバー出席：長崎県公共図書館等協議会（渡邉斉志） 

 

 

1、 総会成立の報告 

全館出席のため、総会が成立するとの報告があった。 

また、オブザーバーとして長崎県公共図書館等協議会より長崎県立長崎図書館の渡

邉館長が出席するとの説明があった。 

 

2、 会場館挨拶 

長崎ウエスレヤン大学附属図書館長（菅原良子）より挨拶があった。 

 

3、 代表幹事館挨拶 

長崎大学附属図書館長（増﨑英明）より挨拶があった。 

 

4、 自己紹介 

着席順に自己紹介をおこなった。 

 

5、 議長選出 

慣例により、会場館である長崎ウエスレヤン大学菅原館長が議長に選出された。 

 

6、議題 

（1） 平成 30 年度事業報告・平成 30 年度決算報告・監査報告について〔資料 1・2〕 

事務局担当（長崎大学：西村班長）より、前年度の事業報告と決算報告があった。 

監査報告については、長崎短期大学岩﨑司書より適正との報告があった。報告事

項はすべて承認された。 

 

 



研修会・講演会報告 

1） 平成 30 年 8 月 27 日、長崎県公共図書館等協議会との合同研修会が開催され

た。会場は長崎大学、参加者は 119 名（大学 12 名、公共等 107 名）であっ

た。 

2） 平成 30 年 11 月 9 日、実務研修会が長崎大学で開催された。参加者は 22 名

（10 大学）であった。 

 

継続事業 

1） Library Lovers’ Nagasaki 2018（期間：平成 30 年 10 月 16 日～11 月 12 日）

に、全加盟館が参加した。合同企画『「助けて！でじまくん」～おまがり～ず

大ピンチ！！～』には、10 校 600 名が参加した。（ワーキンググループ打合

せ：平成 30 年 7 月 20 日 6 校 8 名） 

2）平成 30 年度中は、学術機関リポジトリの新規公開校がなく、特に支援事業は

行わなかった。 

3） 合同研修会の実施、他の研修会の案内も受け参加するなど公共図書館との相

互協力の推進を順調に行っている。 

 

（2）令和元年度役員館等の選出（案）について〔資料 3〕 

   事務局担当（長崎大学：西村班長）より、ローテーション表にもとづいて説明が

あり、令和元年度の役員館等について承認された。また、代表幹事館は長崎大学

となった。（今年度の幹事館、長崎大学・佐世保工業高等専門学校・長崎外国語

大学間の互選の結果） 

 

（3）令和元年度事業計画（案）及び予算（案）について〔資料 4・5〕 

   事務局担当（長崎大学：西村班長）より資料に沿って説明があり、ともに承認さ

れた。 

また、意見として、予算に対して、このままの事業計画では、繰越金が底をつ

いてしまう可能性があり、会費の変更等対策を次年度以降考えておく必要がある

のではないかとの発言があり、事務局より、研修会講師を県内から招聘する等、

次年度より対応を検討する旨説明があった。 

 

   研修会・講演会 

1）実務研修会①長崎県公共図書館等協議会との合同研修会 

テーマ：レファレンス協同データベースの利活用 

日時：令和元年 9 月 9 日（月） 

会場：ミライ ON 図書館（新長崎県立図書館） 

講師：藤田千紘氏／国立国会図書館 

 



2）実務研修会② 

テーマ：未定（減災ワークショップ／配慮の必要な学生支援等） 

日時・会場・講師等、未定。 

 

   継続事業 

1） 継続事業①Library Lovers’ Nagasaki キャンペーン 

昨年度に引き続き実施する。 

 

2）継続事業②学術機関リポジトリ構築の支援 

要望に応じて企画・実施する。 

 

3）継続事業③県内公共図書館との相互協力の促進 

実務研修会①によって、両協議会の相互協力を促進する。 

 

（4）提案事項 

提案事項について長崎大学から資料をもとに趣旨説明があった。 

   Library Lovers’ Nagasaki のキャラクターを例年開催される図書館総合展のキ

ャラクターグランプリに応募することが承認された。 

 

7、報告等〔資料 6〕 

（1）承合事項 

回答資料をもとに、各館から補足説明や所感等の発表があった。 

 

（2）その他 

オブザーバー出席の長崎県立図書館 渡邉館長より、新県立図書館・大村市立一体

型図書館「ミライ ON 図書館」が令和元年 10 月 5 日（土）にオープンするとの案内

があった。相互利用は 10 月 7 日から再開する予定。また、見学等については、積極

的に対応したいと考えているが、開館直後は混み合うことが予想されるため、年明け

令和 2 年になれば調整したいとの説明があった。更に国立国会図書館の図書館向けデ

ジタル化資料送信サービスの案内もあった。 

最後に、各館の抱える問題点や事業計画などについて発言があった。 

 

8、次年度会場校挨拶 

 長崎短期大学中尾館長より挨拶があった。 

 

閉会 

以上をもって議事を終了した。 


